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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第87期

第１四半期連結
累計期間

第88期
第１四半期連結
累計期間

第87期

会計期間

自平成22年
12月１日
至平成23年
２月28日

自平成23年
12月１日
至平成24年
２月29日

自平成22年
12月１日
至平成23年
11月30日

売上高（千円） 1,260,078 1,371,394 6,471,278

経常利益（千円） 22,824 108,393 233,198

四半期（当期）純利益（千円） 15,365 41,893 85,643

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
28,562 57,775 75,337

純資産額（千円） 1,937,1942,021,1161,983,935

総資産額（千円） 5,821,7316,202,6565,677,880

１株当たり四半期(当期）純利益金

額（円）
1.57 4.28 8.75

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 32.55 31.83 34.00

　　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

４．第87期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、新たに締結した経営上の重要な契約は次のとおりであります。 

契約先 契約年月日 有効期間 契約の内容

全国農業協同組合連合会 平成23年12月21日
平成23年12月1日から

平成24年11月30日まで

売買基本契約に基づく平成24度農

薬の売買に関する契約

　 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災の影響により厳しい状況は続いたものの、緩や

かながら持ち直しの兆しが見られました。しかし欧州の政府債務危機、円高の長期化などから引き続き不透明な状

況で推移しました。

このような情勢のもと、当社グループは、従来からの地域密着を基本に、水稲用殺虫剤「スクミノン」、食品由来

物質による「サンクリスタル乳剤」「ハッパ乳剤」並びに「ビオネクト」などの独自剤に加え、総合防除による環

境保全型農業への推進、森林や公園・ゴルフ場等の緑化防除事業並びに不快害虫防除薬剤の開発と防除事業などに

注力するとともに受託生産にも努めて工場の操業度向上を図ってまいりました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は13億71百万円（前年同期比1億11百万円、8.8%増)となりま

した。損益面では、営業利益は28百万円（前年同期比19百万円、233.2%増）、経常利益は保険解約返戻金等の計上が

あり1億8百万円（前年同期比85百万円、374.9%増）となり、四半期純利益は41百万円（前年同期比26百万円、172.6%

増）となりました。

(2) セグメント別の情報 

　当社グループの事業は単一セグメントでありますが、製品の用途別売上は以下のとおりとなりました。

殺虫剤は水稲用が増加し売上高は7億87百万円（前年同期比69百万円、9.7%増）、殺菌剤は園芸用が増加し売上高

は2億20百万円（前年同期比30百万円、15.7%増）、殺虫殺菌剤は水稲用が減少し売上高は78百万円（前年同期比23

百万円、23.0%減）、除草剤は園芸用が増加し売上高は93百万円（前年同期比22百万円、30.9%増）、その他は展着剤

等が減少し売上高は74百万円（前年同期比6百万円、8.2%減）、農薬外その他は防除事業並びに森林用資材が増加し

売上高は1億16百万円（前年同期比19百万円、20.4%増）となりました。

　

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、52百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年２月29日）

提出日現在発行数
（株）

（平成24年４月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,197,000 10,197,000福岡証券取引所

権利内容に何ら限定のない

当社における標準となる株

式であり、単元株式数は

1,000株であります。

計 10,197,000 10,197,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

  

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年12月１日～ 

平成24年２月29日 
－ 10,197,000－ 664,500－ 295,451

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（７）【議決権の状況】

　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年11月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。　

①【発行済株式】　　 

 平成23年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  　 411,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   9,656,000 9,656 －

単元未満株式 普通株式　　 130,000 － －

発行済株式総数 10,197,000 － －

総株主の議決権 － 9,656 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数2個が含まれております。

 

 

②【自己株式等】

 平成23年11月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

サンケイ化学㈱ 鹿児島市南栄2丁目9番地 411,000 － 411,000 4.04

計 － 411,000 － 411,000 4.04

　 

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年12月１日から平

成24年２月29日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年12月１日から平成24年２月29日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人かごしま会計プロフェッションによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年２月29日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 919,442 1,025,667

受取手形及び売掛金 1,435,773 1,330,821

信託受益権 493,553 762,218

商品及び製品 875,835 966,312

仕掛品 53,514 45,136

原材料及び貯蔵品 258,812 417,060

繰延税金資産 53,997 87,281

その他 65,415 66,149

貸倒引当金 △1,139 △574

流動資産合計 4,155,206 4,700,073

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 274,319 266,959

機械装置及び運搬具（純額） 130,867 119,801

土地 316,622 316,622

リース資産（純額） 46,925 43,450

建設仮勘定 － 7,000

その他（純額） 39,405 36,116

有形固定資産合計 808,141 789,951

無形固定資産

ソフトウエア仮勘定 30,600 30,600

その他 6,601 6,375

無形固定資産合計 37,201 36,975

投資その他の資産

投資有価証券 468,123 513,082

繰延税金資産 124,376 79,292

その他 100,305 98,755

貸倒引当金 △15,475 △15,475

投資その他の資産合計 677,331 675,655

固定資産合計 1,522,674 1,502,583

資産合計 5,677,880 6,202,656
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年２月29日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,246,239 1,385,418

短期借入金 670,000 1,000,000

1年内返済予定の長期借入金 197,600 218,336

リース債務 14,431 14,431

未払法人税等 33,742 69,583

賞与引当金 12,571 47,303

販売促進引当金 92,060 104,306

その他 241,632 210,795

未払賞与 79,033 －

流動負債合計 2,587,310 3,050,173

固定負債

長期借入金 495,800 513,508

リース債務 35,014 31,336

退職給付引当金 329,338 331,685

役員退職慰労引当金 59,130 61,179

長期預り保証金 187,351 193,656

固定負債合計 1,106,635 1,131,366

負債合計 3,693,945 4,181,540

純資産の部

株主資本

資本金 664,500 664,500

資本剰余金 295,451 295,451

利益剰余金 979,444 1,001,767

自己株式 △40,030 △40,076

株主資本合計 1,899,365 1,921,642

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 31,121 52,692

その他の包括利益累計額合計 31,121 52,692

少数株主持分 53,448 46,780

純資産合計 1,983,935 2,021,116

負債純資産合計 5,677,880 6,202,656
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年12月１日
　至　平成23年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年12月１日
　至　平成24年２月29日)

売上高 1,260,078 1,371,394

売上原価 925,706 986,122

売上総利益 334,372 385,271

販売費及び一般管理費 325,848 356,871

営業利益 8,523 28,400

営業外収益

受取利息 336 75

受取配当金 1,577 2,811

保険解約返戻金 － 55,923

持分法による投資利益 11,284 14,817

その他 6,827 12,491

営業外収益合計 20,026 86,120

営業外費用

支払利息 5,710 6,114

その他 15 13

営業外費用合計 5,725 6,127

経常利益 22,824 108,393

特別利益

貸倒引当金戻入額 641 －

特別利益合計 641 －

特別損失

固定資産除却損 197 47

ゴルフ会員権評価損 828 －

その他 － 306

特別損失合計 1,026 354

税金等調整前四半期純利益 22,439 108,039

法人税、住民税及び事業税 23,351 68,143

法人税等調整額 △9,076 3,735

法人税等合計 14,275 71,878

少数株主損益調整前四半期純利益 8,164 36,160

少数株主損失（△） △7,200 △5,732

四半期純利益 15,365 41,893
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年12月１日
　至　平成23年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年12月１日
　至　平成24年２月29日)

少数株主損益調整前四半期純利益 8,164 36,160

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 20,182 21,460

持分法適用会社に対する持分相当額 214 155

その他の包括利益合計 20,397 21,615

四半期包括利益 28,562 57,775

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 35,664 63,464

少数株主に係る四半期包括利益 △7,102 △5,688
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【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年12月１日    至　平成24年２月29日）

（会計上の変更及び誤謬訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

　　

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間（自　平成22年12月１日　至　平成23年２月28日）及び当第１四半期連結累計期間（自

　平成23年12月１日　至　平成24年２月29日）

当社グループの中心であります農薬事業は、季節的要因が大きく、第１四半期は不需要期にあたるため、他の四半

期に比較し相対的に売上高は低水準に推移する傾向があります。　　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

  
前第１四半期連結累計期間
（自  平成22年12月１日
至  平成23年２月28日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成23年12月１日
至  平成24年２月29日）

減価償却費  30,365千円 27,453千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年12月１日　至　平成23年２月28日）

１．配当に関する事項

 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年２月24日

定時株主総会
普通株式 14,680 1.50平成22年11月30日平成23年２月25日利益剰余金

 

 

２．株主資本の著しい変動に関する事項 

 該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年12月１日　至　平成24年２月29日）

１．配当に関する事項

 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年２月23日

定時株主総会
普通株式 19,570 2.00平成23年11月30日平成24年２月24日利益剰余金

 

 

２．株主資本の著しい変動に関する事項 

 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第1四半期連結累計期間（自平成22年12月1日　至平成23年２月28日）及び当第1四半期連結累計期間（自平

成23年12月1日　至平成24年２月29日）

　当社グループは農薬の製造販売、ならびに農薬に関連した防除作業を事業内容としており事業区分が単一セ

グメントのため記載しておりません。

　　　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年２月28日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年12月１日
至　平成24年２月29日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 1円57銭 4円28銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 15,365 41,893

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 15,365 41,893

普通株式の期中平均株式数（株） 9,785,693 9,784,795

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

２【その他】

該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年４月10日

サンケイ化学株式会社

取締役会　御中

監査法人　かごしま会計プロフェッション

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田畑　恒春　　印

 
指定社員
業務執行社員

 
 
公認会計士

 
本田　親文　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサンケイ化学株式

会社の平成23年12月１日から平成24年11月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年12月１日から

平成24年２月29日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年12月１日から平成24年２月29日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サンケイ化学株式会社及び連結子会社の平成24年２月29日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

 ２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLのデータ自体は含まれていません。
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